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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

ルイヨウボタン 
県内の生育地は散在するが，個体数は少ない。植林や森林伐採により，

生育地の減少や消滅が懸念される。 

 

英彦山・犬ヶ岳山地，玖珠丘陵地・山地，九重火山群，由布・鶴見火山群，

祖母・傾山地 

 

北海道，本州，四国，九州(福岡・熊本・大分・宮崎) 

中国・中国（東北部），朝鮮半島，樺太，ウスリー，アムール 

 

低山地の谷沿いの林内。 

 

 

森林伐採のため生育環境が変化して，生育状態の衰退した所がみられ

る。 

　 
　 
メギ科 
Berberidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Caulophyllum robustum Maxim.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

イカリソウ 
九州では分布域が狭く，県内の生育地は局限されて個体数も少ない。
生育地は土地開発や草地開発で改変され，絶滅の危険性が高くなって
いる。 
 
九重火山群 
 
 
北海道，本州，九州(熊本・大分) 
 
 
低山地の草原や林縁。 
 
 
道路工事や土地開発で，消滅した生育地がある。 
 
 
国立公園指定植物［瀬戸内海］。熊本県では，ヒゴイカリソウ 
（var. higoensis）とされている。 

　 
　 
メギ科 
Berberidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Epimedium grandiflorum Morr.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

コウシュウウヤク 
県内では｢豊後水道域｣のいずれも離島で生育しているが，生育地，個体
数はともに少ない。離島振興などによる開発で森林伐採される所が生じ，
絶滅の危険性が高くなっている。 
 
豊後水道域 
 
 
九州(長崎・大分・宮崎・鹿児島)，沖縄 
台湾，中国，東南アジア 
 
離島の海岸の林縁や林内。 
 
 
森林伐採による環境変化で，生育状態の悪くなった所がみられる。 
 
 
暖地植物。 

　 
　 
ツヅラフジ科 
Menispermaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Cocculus laurifolius DC.




